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１ ． 多 面 的 な 観 点 か ら の 課 題  

（ １ ） 被 災 エ リ ア の リ ス ク 把 握 と 安 全 度 評 価 の 標 準 化  

 複 合 災 害 は 、 先 発 の 災 害 の 影 響 に よ り 単 発 の 災 害 に

比 べ て 小 さ な 外 力 で 被 害 が 発 生 す る ① 。 そ の た め 、 単

発 災 害 に よ る 被 害 を 防 止 す る た め の 対 策 で は 、 複 合 災

害 を 防 ぎ き れ な い ② 。 こ れ よ り 、 先 発 の 災 害 が 発 生 し

た 際 の 状 況 変 化 に 応 じ て 速 や か に 応 急 対 応 を 実 施 す る

必 要 が あ る ③ 。 よ っ て 、 評 価 面 の 観 点 か ら 、 被 災 エ リ

ア の リ ス ク 把 握 と 安 全 度 評 価 の 標 準 化 が 課 題 ④ で あ る 。  

 

（ ２ ） オ ペ レ ー シ ョ ン 体 制 の 構 築  

 能 登 半 島 地 震 で は 、 地 震 に 伴 い 多 数 の 土 砂 崩 れ や 地

① “複合災害”という現象が小外力化を起こすのではなく、先発災害によって弱体化した対象が、後発

災害で小外力でも被災しやすくなるのではありませんか。主語は、複合災害ではなく後発災害です

ね。 

② ①と同様、防ぐ対象は「後発災害による被害」であり、「複合災害」という現象ではないです。ま

た、“防ぎきれない理由”が説明されていません。小外力化の説明はありますが、 なぜ単発災害対策

では不十分なのか どの部分が破綻するのかを示す必要があります。 

③ 応急対応の必要性は単発災害でも同じです。複合災害特有の理由になっていません。複合災害特有

の「時間的連鎖」「弱体化の進行」「後発災害の発生確率上昇」を説明しましょう。 

④ 「応急対応が必要」から「評価の標準化が課題」へは飛躍しています。また、評価の標準化が必要

な理由が説明されていません。理由がない記述は、ただの主観に見えてしまいます。本来必要なの

は、先発災害で地形・構造物が弱体化→後発災害の発生確率が上昇→弱体化の程度を迅速・定量的

に評価する必要がある→しかし自治体は人員不足で評価が属人化→よって「標準化」が必要 とい

った具合に因果関係を明確化しましょう。 
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す べ り が 発 生 し た 。 さ ら に 、 地 震 発 生 直 後 に 砂 や 流 木

が 渓 流 や 河 道 に 大 量 に 堆 積 し 河 道 閉 塞 も 発 生 し た 。 こ

の よ う に 複 合 災 害 で は 、 先 発 の 災 害 発 生 後 、 い つ 後 発

の 災 害 が 発 生 す る か 分 か ら な い ⑤ 。 そ の た め 、 あ ら か

じ め 高 度 な 専 門 知 識 を 有 す る 民 間 企 業 や 研 究 機 関 、 自

治 体 と の 体 制 を 構 築 す る 必 要 が あ る ⑥ 。 よ っ て 、 体 制

面 の 観 点 か ら 、 オ ペ レ ー シ ョ ン 体 制 の 構 築 が 課 題 ⑦ で

あ る 。  

 

（ ３ ） 労 働 環 境 の 整 備  

 能 登 半 島 地 震 に お い て 、 各 府 省 庁 や 都 道 府 県 ・ 民 間

企 業 な ど に よ り 様 々 な 支 援 活 動 が 実 施 さ れ た 。 し か し 、

イ ン フ ラ の 被 害 は 大 き く 、 宿 泊 場 所 や ト イ レ 、 通 信 不

良 な ど 、 そ の 作 業 環 境 は 過 酷 で あ っ た ⑧ 。 先 発 災 害 発

生 後 、 後 発 災 害 発 生 ま で に 迅 速 な 応 急 対 応 を 実 施 す る

た め に は 、 支 援 者 の 環 境 整 備 が 必 要 ⑨ で あ る 。 よ っ て 、

衛 生 面 の 観 点 か ら 、 労 働 環 境 の 整 備 が 課 題 ⑩ で あ る 。  

⑤ 能登半島の被害状況を説明していますが、後述の「いつ後発の災害が発生するか分からない」とつ

ながっていません。能登の例は「地震による一次被害」、後発災害の不確実性は「二次災害の時間

的連鎖」両者は別概念です。 

⑥ “後発災害の不確実性”と“体制構築の必要性”の間に、 論理的な橋渡し（因果説明）が存在していま

せん。これでは、「なぜ体制強化が必要なのか」が読み手に伝わらないです。 

⑦ 体制が必要→体制面の観点→体制構築が課題と同じことを何度も説明しており、議論が前に進んで

いません。課題の根拠（構造的問題）を示しましょう。 
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２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 被 災 エ リ ア の リ ス ク 把 握 と 安 全 度 評 価 の 標 準 化 を 最

も 重 要 な 課 題 に あ げ 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。 理 由 は 、

そ の 他 の 課 題 の 基 盤 と な る 意 識 決 定 要 素 で あ る た め で

あ る 。  

 

１ ） 被 災 前 の デ ー タ 整 備  

 被 災 前 後 の 施 設 や 地 形 変 状 を 速 や か に 比 較 で き る よ

う 被 災 前 の 地 形 や 施 設 の デ ー タ を 整 備 す る ⑫ 。 具 体 的

⑪ 提示された３課題は、評価の標準化、オペレーション体制、労働環境整備。これらのうち、労働環

境整備は評価標準化と無関係、オペレーション体制も評価標準化の“基盤”ではない、そもそも３課

題の構造がバラバラで、共通の基盤を持たない、つまり、「評価標準化が他の課題の基盤」という

主張は、課題設定そのものと整合していません。 

⑧ これは「災害時は環境が悪い」という一般論であり、 複合災害特有の構造的問題を説明していま

せん。技術士試験では、課題は「構造的・必然的な問題」でなければなりません。しかし解答文

は、能登の事例（一次災害の一般的困難）→だから労働環境整備が課題という飛躍であり、 課題

の論証がなりたっていないです。 

⑨ 迅速な応急対応のボトルネックは「情報断絶」「道路寸断」「人員不足」であり、 労働環境では

ないと思います。労働環境が悪いことは事実ですが、複合災害の応急対応が遅れる主因ではないで

すね。 

⑩ これは複合災害の本質的課題ではないと考えます。⑨のとおり、応援者の労働環境は“副次的課題”

であって、主要課題にはなり得ません。さらに致命的なのは、「被災者より応援者の環境整備を優

先するのか？」といった点です。これは技術士試験で最も危険な「価値判断の誤り」であり、 公

益性・倫理性の観点で重大な減点対象になります。 
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に は 、 標 高 や 斜 面 勾 配 、 地 下 水 位 ・ 河 川 断 面 ・ 施 設 台

帳 デ ー タ を 整 理 ⑬ す る 。 ま た 、 各 対 象 に 座 標 を 付 与 し 、

地 質 区 分 や 強 度 等 の 属 性 項 目 を 表 形 式 で 紐 づ け る 。 こ

れ ら を 地 理 情 報 シ ス テ ム 上 に 統 合 し 、 関 係 機 関 で 共 有

す る と と も に 、 A P I に よ り 、 雨 量 や 水 位 等 を 自 動 取

得 可 能 に す る ⑭ 。  

 

２ ） リ モ ー ト セ ン シ ン グ の 多 層 活 用  

 先 発 災 害 発 生 後 、 地 形 や 施 設 の 変 状 を 把 握 す る た め 、

各 技 術 の 特 性 に 応 じ て 段 階 的 に リ モ ー ト セ ン シ ン グ を

活 用 す る ⑮ 。 例 え ば 、 地 震 発 生 直 後 で は 、 S A R 衛 生

画 像 に よ り 、 広 域 の 地 表 変 状 を 把 握 し 、 異 常 箇 所 を 抽

出 す る ⑯ 。 次 に 高 い 即 応 性 を 持 つ 防 災 ヘ リ コ プ タ ー に

よ り 、 被 災 状 況 を 直 接 確 認 し 、 避 難 や 通 行 止 め 等 の 初

動 対 応 を 判 断 す る ⑰ 。 続 い て 、 低 空 か ら 高 解 像 度 で 撮

⑫ これは「リスク把握」でも「評価標準化」でもなく、単なる“データベース構築”の説明になってい

ます。 

⑬ 「なぜそのデータが必要なのか」が説明されていません。「どの評価指標に使うのか」が不明、

「標準化」との関係がゼロ、つまり、技術的因果が欠落しています。 

⑭ 評価手法の標準化とは無関係になっており、課題と解決策の因果が成立していないです。座標付与 

→ データ整備、GIS 統合 → システム構築、関係機関共有 → 運用体制、API 自動取得 → システ

ム機能、つまり、論点が４つのごちゃ混ぜになっており、整理もされていません。そもそも、「共

有」「API 自動取得」は“データ整備”と無関係であり、具体例にもなっていません。技術士試験で

求められる「具体例」は、手法、指標、運用、効果といった要素が因果でつながっている必要があ

ります。 
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影 で き る ド ロ ー ン を 用 い て 、 被 害 の 詳 細 把 握 や 3 次

元 モ デ ル を 作 成 す る ⑱ 。 最 後 に レ ー ザ ー 測 量 に よ り 、

高 精 度 な 地 形 デ ー タ を 取 得 し 、 土 砂 量 算 出 や 復 旧 設 計

に 活 用 す る ⑲ 。 ⑳  

 

３ ） 複 合 災 害 の シ ナ リ オ を 想 定 し た 地 域 の 安 全 度 評 価  

 人 的 被 害 や 家 屋 被 害 に 繋 が る 可 能 性 を 評 価 す る 手 法

⑮ 「各技術」とは何を指すのか不明。「特性」とは何の特性か（空間分解能？時間分解能？観測頻

度？）不明。「段階的」とは何の段階か（初動→詳細→復旧？）不明。そもそも段階的活用の“基

準”が示されておらず、抽象語の羅列で理解できません。 

⑯ どのような変状を抽出するのか（地盤沈下？地すべり？）、どの程度の精度か（数 cm？数十

cm？）、どのような閾値で異常と判断するのか、SAR の限界（植生・水面・急斜面でのノイズ）を

無視しています。これでは技術的説明がゼロです。単語を並べただけにみえます。 

⑰ 即応性を持つ → 初動判断に使うとの論理ですが、「即応性」と「判断」の因果が説明されていな

いので、なぜ判断にヘリなのかが分かりません。 

⑱ どのような被害を対象とするのか不明（斜面？河道？家屋？）、3D モデルを作る目的が不明（変状

量？体積？復旧設計？）、3D モデル作成は初動ではなく詳細調査フェーズではありませんか。ま

た、ドローン単体では 3D モデルは作れません。ドローンで取得した画像（多視点写真）を SfM 等

の解析手法で処理して初めて 3Dモデルが作れます。 

⑲ これは「応急対応」ではなく「復旧設計」フェーズです。課題は「リスク把握と評価標準化」であ

り、復旧設計は論点から外れています。 

⑳ 総じて、総花的で、技術の羅列に終始しています。また、その内容も「異常箇所」「被害」「詳細

把握」など、抽象語での説明が目立ちます。技術士試験では、なぜその技術が必要か、どのフェー

ズで使うか、どの指標を得るか、どの判断に使うか、どの限界があるかが説明されて初めて「技術

的説明」になります。 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

を 具 体 化 す る た め 、 複 合 災 害 の シ ナ リ オ を 想 定 し た 地

域 の 安 全 度 評 価 を 行 う ㉑ 。 例 え ば 、 地 震 発 生 後 の 豪 雨

災 害 を 想 定 す る ㉒ 。 土 砂 供 給 量 は 地 震 に よ る 強 度 低 下

を 考 慮 し た 斜 面 安 定 解 析 に よ り 、 崩 壊 範 囲 を 推 定 し 、

崩 壊 と 深 さ を 算 出 す る ㉓ 。 さ ら に 降 雨 条 件 を 入 力 し た

流 出 解 析 か ら 流 出 土 砂 量 を 求 め ㉔ 、 森 林 情 報 か ら 流 木

発 生 量 を 推 定 ㉕ す る 。 こ れ ら を 河 道 断 面 と 比 較 す る こ

と で 、 河 道 閉 塞 の 発 生 予 測 を 評 価 ㉖ す る 。  

 

３ ． 新 た に 生 じ る リ ス ク と 対 策  

㉑ 「手法を具体化する」とはどういうことでしょう。安全度評価は“手法”ではなく“目的”です。「手

法を具体化するために評価する」では因果関係が逆転しています。 

㉒ 突然「地震発生後の豪雨災害を想定する」とはじまりますが、その後の内容は、斜面安定解析（斜

面の話）、流出解析（土砂流出の話）、流木発生量（森林の話）、河道閉塞（河川の話）と論点が

散乱しており、何が言いたいことなのか分かりません。対象が斜面なのか河川なのか森林なのか不

明です。 

㉓ 斜面安定解析のアウトプットは「安全率」であり、崩壊深さは直接算出できないと思います。崩壊

深さは別途地質モデルや経験式が必要です。 

㉔ 流出解析（雨水流出）は水量の計算であり、土砂量は土砂移動モデルが必要です。 

㉕ 流木発生量は倒木率・根返り率・樹種・樹齢など複数要因です。「森林情報」という抽象語では説

明になっていないです。 

㉖ 何を比較するのか不明（体積？高さ？流木長？）です。閉塞の判定基準も示されていないです。

「予測を評価する」という表現も意味が不明です。予測は評価ではないです。評価とは「基準に照

らして判定すること」であり、予測を評価するとは何をどうするのか不明です。日本語としても技

術文書としてもおかしいです。 
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 デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 が 進 む と 、 そ の 結 果 が 意 思 決 定

の 直 接 的 な 要 因 と な る ㉗ 。 し か し 、 デ ジ タ ル 技 術 は 観

測 技 術 や 分 解 能 、 解 析 手 法 に 依 存 す る た め 、 誤 判 断 の

リ ス ク が 生 じ る ㉘ 。 解 決 策 と し て 、 デ ジ タ ル 技 術 に よ

る 一 次 判 読 に 信 頼 度 を 付 与 ㉙ し 、 低 信 頼 度 箇 所 を 中 心

に 現 地 踏 査 を 行 う ハ イ ブ リ ッ ド 評 価 を 実 施 す る 。 ま た 、

観 測 条 件 や 判 読 確 度 等 の デ ー タ 品 質 を 可 視 化 ㉚ し 、 不

確 実 性 を 明 示 す る こ と で 、 意 思 決 定 の 精 度 向 上 を 図 る

㉛ 。  

 

４ ． 必 要 と な る 要 件 と 留 意 点  

 業 務 に あ た っ て は 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益 を 確

㉗ なぜデジタル技術の活用が“意思決定の直接要因”になるのか説明がないので、理屈が分かりませ

ん。デジタル技術は本来「補助情報」であり、意思決定の“直接要因”ではないと思います。そもそ

も「意思決定の直接要因」という表現が曖昧で技術文書として不適切です。 

㉘ デジタル技術＝AI と混同していませんか。しかも、３つの解決策に共通する副作用になっていま

せん。このリスクは解決策の「共通副作用」ではなく、特定の“デジタル技術導入”にだけ紐づく個

別リスクに過ぎないので、設問（３）の要件を満たしていないと考えます。 

㉗ 信頼度とは何ですか？（確率？スコア？主観？）、どう算出するのか？（統計？AI？経験？）どの

データに付与するのか？どの閾値で現地踏査を行うのか？といった説明がなく、技術的な内容と言

えません。 

㉚ 何を可視化するのか？（分解能？S/N 比？撮影角度？）どう可視化するのか？（色分け？メタデー

タ？信頼区分？）誰が可視化するのか？どの判断に使うのか？といった説明がなく、 具体性もな

ければ実現性もあやしいです。 

㉛ 何の意思決定？誰の意思決定？どのプロセスの精度？どの指標で精度を測る？すべて不明。 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

保 す る 観 点 と 、 安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築

し て 維 持 し 続 け る 観 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 各 段

階 で 常 に こ れ ら を 意 識 す る よ う 留 意 す る 。 ㉒   以 上  

 

㉒ 方向性は正しいのですが、問題文にある業務として遂行するに当たってという部分が物取りないで

す。技術士試験では、倫理・持続性の設問は、前段（１）〜（３）で自分が書いた内容と“論理的に

接続した”倫理・持続性を書くことが求められます。 


